
○岡田議長 次に、津田議員。

〔津田議員質問席へ〕

○津 田議 員 公 明党 の 津田幸 一で ござ います 。令 和７年 ９月 定例

会に 当た り、蕨 戸田 衛 生セン ター 火災 事象の 水平 展開等 につ いて、

リス クが 懸念さ れる 道 路につ いて の大 要２点 の質 問をさ せて いた

だき ます 。市長 並び に 当局の 皆様 方の 明快で 前向 きな御 答弁 をよ

ろしくお願いいたします。

ま ず初 めに、 大要 １ 点目で ござ いま すが、 蕨戸 田衛生 セン ター

火災 事象 の水平 展開 等 につい て、 本市 のごみ 処理 施設へ の水 平展

開に つい てです 。９ 月 ５日の 奥岩 議員 と質問 が重 複する 点が ある

と思いますが、よろしくお願いいたします。

今 年７ 月１３ 日に 、 戸田市 にあ るご み処理 施設 、蕨戸 田衛 生セ

ンタ ーで 火災が 発生 い たしま した 。ご み処理 施設 の火災 発生 によ

り、 一時 的にご みの 収 集や処 理が 滞る など、 市民 生活に 直結 する

大き な影 響があ り、 現 在も粗 大ご み処 理施設 とご み焼却 施設 は稼

働再開ができていない状況でございます。

で は、 質問に 移り ま すが、 蕨戸 田衛 生セン ター におけ る直 近の

令和 ５年 、６年 の火 災 件数、 その 主な 原因に つい て伺い ます 。ま

た、 本市 ごみ処 理施 設 におい て同 様の 火災リ スク がない か伺 いま

す。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 蕨戸田 衛生 セン ターは 、蕨 市、戸 田市 のご

みに つい て、燃 やす ご み、燃 やさ ない ごみ、 粗大 ごみ、 資源 物に

区分 し、 処理を 行っ て おられ る施 設で ござい ます が、当 該施 設で

は、 本年 、発生 のほ う は７月 １２ 日と いうふ うに 記憶し てお りま



すけ ども 、粗大 ごみ の 処理施 設で 大規 模な火 災が 発生し 、現 在も

粗大 ごみ 処理施 設と ご み焼却 施設 は稼 働再開 がで きてお らず 、埼

玉県 内近 隣自治 体や 東 京２３ 区清 掃一 部組合 に処 理を委 託し てい

る状 況で ござい ます 。 蕨戸田 衛生 セン ターか ら、 過去の 発火 、発

煙の 状況 を伺っ たと こ ろ、令 和５ 年度 は約６ ０件 、令和 ６年 度は

約２ ０件 の発火 、発 煙 があり 、推 測さ れる原 因は 、リチ ウム イオ

ン電 池、 中身の 残っ た スプレ ー缶 やラ イター など とのこ とで ござ

いま す。 なお、 令和 ６ 年度の 発火 、発 煙件数 は、 令和５ 年度 の３

分の １程 度にな って お ります が、 これ は、蕨 戸田 衛生セ ンタ ーに

搬入 する 蕨市及 び戸 田 市の両 市に おい て、令 和６ 年度か ら蓄 電池

のス テー ション 回収 を 開始さ れて おり まして 、他 のごみ に混 入す

る蓄 電池 が減少 した こ とによ るも のと 推測さ れる とのこ とで ござ

いま す。 本市の ほう の 同様の 火災 リス クにつ いて でござ いま すけ

ども 、米 子市ク リー ン センタ ー及 び鳥 取県西 部広 域行政 管理 組合

リサ イク ルプラ ザの い ずれに おき まし ても、 搬入 ごみへ のリ チウ

ムイ オン 電池や 中身 の 入った スプ レー 缶、ラ イタ ーなど の発 火の

おそ れが あるも のの 混 入があ り、 初期 消火対 応に よりま して 、大

事に は至 ってお りま せ んけれ ども 、実 際に発 火や 発煙も 起き てい

る状況がございます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 か なり 火 災が発 生と いう か、そ うい うよう な状 況で

ある とい うこと と、 あ と、推 測さ れる 原因は 、廃 棄物に 混入 した

リチ ウム イオン 電池 、 中身の 残っ たス プレー 缶や ライタ ーな どで、

近年 、全 国のご み処 理 施設で リチ ウム イオン 電池 等の小 型充 電式

電池 が原 因とも され る 火災が 多発 して います 。ま た、本 市の ごみ



処理 施設 におい ても リ チウム イオ ン電 池など の発 火のお それ があ

るも のの 混入が あり 、 初期消 火対 応に より大 事に は至っ てな いが、

実際 に火 災や発 煙も 起 きてい ると の状 況で、 他の 自治体 の事 例と

いうか、事象ですが、本当に他人事とは本当に言えません。

そ れで 、火災 ごみ に よる処 理施 設の 停止は 、市 民生活 に直 結し

ます が、 このよ うな 事 態が発 生し たと きの近 隣自 治体と の協 力体

制や バッ クアッ プ体 制 につい て、 本市 はどの よう に考え てお られ

るのか伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 近隣自 治体 との 協力体 制に ついて でご ざい

ます けど も、令 和６ 年 ７月１ 日付 で米 子市ク リー ンセン ター と規

模が 近い 一般廃 棄物 焼 却施設 を有 する 鳥取県 東部 行政管 理組 合及

び鳥 取中 部ふる さと 広 域連合 と本 市の ３者で 事故 等の緊 急事 態が

発生 した 際に相 互に 支 援を行 う可 燃物 処理施 設に 係る相 互支 援協

定の 締結 を行っ てお り ます。 また 、令 和２年 ７月 ２日付 で、 一般

廃棄 物の 焼却施 設を 有 します 民間 企業 の三光 株式 会社と 緊急 事態

発生 時に おける 廃棄 物 処理に 関す る協 定の締 結を 行って おり 、こ

れら の協 定によ りま し て、火 災等 の事 故への 備え を行っ てい ると

ころでございます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 県 内の 東 中部や 民間 企業 とも協 定書 を結ん でお られ、

火災 等へ の事故 の備 え を行っ てお られ ること で安 心いた しま した。

蕨 、戸 田両市 での 主 なソフ ト対 策と しては 、分 別のた めの 袋を

全世 帯に 配布し 、周 知 ・啓発 に努 めて おられ るよ うです が、 本市

にお いて 、リチ ウム イ オン電 池排 出に 関して 、ソ フト面 では どの



ように考えておられるのか伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 ソフト 面の 対策 につい てで ござい ます が、

リチ ウム イオン 電池 を 取り外 さず に不 燃ごみ とし て排出 され ます

と、 火災 の原因 とな る 危険が ある こと を含め 、取 り外せ るも のは

取り 外し 、協力 店に 持 ち込ん でい ただ くよう 、ま た取り 外せ ない

もの は、 小型家 電と し て排出 して いた だくよ う、 ごみ分 別収 集カ

レン ダー や市報 、市 ホ ームペ ージ 、ご み・資 源物 分別ア プリ 「さ

んあ ～る 」、よ なご み 通信で 周知 ・啓 発を行 って いると ころ でご

ざい ます が、分 別ル ー ルの徹 底に 向け て、さ らな る周知 ・啓 発に

努めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 津田議員。

○津田議員 ソフト面については、分かりました。

で は、 蕨戸田 衛生 セ ンター は、 ３月 からご み焼 却施設 を順 次稼

働さ せる ことを 目標 に 、復旧 工事 を実 施して おら れると のこ とで

すが 、長 期間の ごみ 焼 却施設 が停 止に なって しま います 。本 市の

ごみ 処理 焼却施 設等 に おいて のハ ード 面、水 平展 開につ いて はど

のように考えておられるのか伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 ハード 面の 対策 につい てで ござい ます が、

米子 市ク リーン セン タ ーにお きま して は、施 設内 の異常 を早 期に

発見 でき ますよ う、 監 視カメ ラ、 煙検 知器、 温度 センサ ーな ど、

各種 機器 を設置 し、 万 が一の 火災 等に 対しま して は、初 期消 火を

行う 放水 銃を整 備を し ており ます 。ま た、鳥 取県 西部広 域行 政管

理組 合所 管のリ サイ ク ルプラ ザに おき まして は、 これま でも 監視



カメ ラ、 炎検知 器、 煙 検知器 、消 火用 散水ノ ズル を設置 され てお

りま すが 、昨今 の火 災 発生の 状況 から 、令和 ６年 度と令 和７ 年度

で各設備の増設を実施されているところでございます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 本 市の ご み処理 施設 の防 火につ いて のハー ド対 策は、

万が 一に 備えて の消 火 設備や 火災 発生 をいち 早く 確認で きる セン

サー やカ メラを 設置 さ れてい ると のこ とで、 本市 のハー ド対 策に

つい ては 、万が 一が 備 えられ てい るこ とで、 本当 に安心 いた しま

した。

で は、 次の項 目に 移 ります が、 火災 原因か ら考 える対 策等 につ

いて 、蕨 戸田衛 生セ ン ターで ７月 、ご み焼却 施設 が焼け た火 災に

つい て、 同セン ター 組 合管理 者の 蕨市 長の賴 髙市 長は、 出火 原因

につ いて は、現 場調 査 では不 明と しつ つ、リ チウ ムイオ ン電 池が

原因 だっ た可能 性は 排 除でき ない とし 、再発 防止 策が必 要と の考

えを 示さ れてい ます 。 現在、 本市 では 、市民 への リチウ ムイ オン

電池 廃棄 に関す る周 知 や回収 体制 はど のよう に行 ってお られ るの

か伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 周知、 回収 の実 施につ きま してで すが 、リ

チウ ムイ オン電 池の 排 出に係 る周 知に つきま して は、繰 り返 しに

なり ます けれど も、 ご み分別 収集 カレ ンダー 、市 報、市 ホー ムペ

ージ 、ご み・資 源物 分 別アプ リ「 さん あ～る 」、 よなご み通 信を

通じ まし て、適 正な 排 出の周 知・ 啓発 を行っ てい るとこ ろで ござ

いま す。 リチウ ムイ オ ン電池 の回 収に つきま して は、市 の収 集対

象と はし ておら ず、 家 電量販 店や 自転 車販売 店な どのリ サイ クル



協力 店に 持ち込 んで い ただく よう 御案 内をし てお ります 。な お、

破損 、膨 張、変 形し た リチウ ムイ オン 電池等 、リ サイク ル協 力店

で受 け入 れされ ない も のにつ きま して は、米 子市 クリー ンセ ンタ

ーに 持ち 込んで いた だ き、回 収を 行っ ており ます 。また 、リ チウ

ムイ オン 電池の 取り 外 しが困 難な 電池 一体型 製品 は、小 型家 電リ

サイ クル 対象品 目と し て、市 役所 、淀 江支所 、公 民館に 設置 して

おり ます 回収ボ ック ス での回 収や クリ ーンセ ンタ ーへの 持込 みに

よる回収を行っております。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 私 も何 度 か本庁 舎に 持ち 込んで 回収 ボック スに 入れ

させ てい ただき まし た が、し かし 、ど こにあ るの か、少 し探 しま

した 。本 庁舎で の分 か りやす い表 記を してい ただ きます よう 、要

望いたします。

ま た、 市民か らも 、 本市に おい ては 、市民 がリ チウム イオ ン電

池廃 棄に ついて 、ど こ に捨て れば よい か分か らな いとの 声を よく

聞き ます が、現 在の 周 知や回 収体 制で 十分と 考え ておら れる のか

伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 回収 場所な どに つき

まし ては 、市民 の方 か ら問合 せを いた だくこ とも 確かに ござ いま

すの で、 リサイ クル 協 力店と も協 力し ながら 、市 民の方 にと って

排出 しや すい環 境の 整 備や周 知に 努め てまい りた いと考 えて おり

ます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 リ チウ ム イオン 電池 は、 小型家 電や 玩具、 電子 たば



こな どに 広く使 われ て おりま す。 誤っ て不燃 ごみ や可燃 ごみ に混

入さ れや すい状 況で は ありま すが 、本 市とし て、 このリ スク をど

の程度認識しておられるのか伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池は 、本 当に多 種多 様な

製品 に広 く利用 され て おりま して 、先 日の奥 岩議 員さん のほ うに

も幾 つか 紹介を して い ただき まし たけ ども、 本当 にその 存在 に気

づか ずに 、不燃 ごみ や 可燃ご みに 混ざ って排 出さ れる事 例が 一定

数あるものと認識をしております。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 リ チウ ム イオン 電池 は、 ごみに 混ぜ ると火 災の 原因

にな ると いう危 険性 を 具体的 に伝 える ことに つい て、例 えば 公民

館での講座や自治会などへ周知する考えについて伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 公民館 講座 等で の周知 につ いてで ござ いま

すが 、各 公民館 、地 域 住民の 方等 が主 催され ます ごみに 関す る説

明会 や研 修会等 にお き まして 、要 望に 応じて 、小 型家電 リサ イク

ルの 説明 と併せ て、 リ チウム イオ ン電 池の他 のご みへの 混入 によ

る危 険性 につい ての 周 知を行 って いる ところ でご ざいま す。 また、

新任 リサ イクル 推進 員 を対象 とし た研 修会に おき まして も、 同様

に、 リチ ウムイ オン 電 池の混 入に よる 危険性 につ いて説 明を 行っ

ているところでございます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 危 険性 を 具体的 に伝 える ことに つい ては、 私も リサ

イク ル推 進員を して お ります が、 ごみ に関す る新 任リサ イク ル推



進員 を対 象に行 うこ と や、要 望に 応じ て行う とい うこと です が、

リチ ウム イオン 電池 の 適正排 出や 混入 の危険 性に ついて 、日 本語

が読 めな い、日 本語 が 全く分 から ない 外国人 の方 への周 知、 また

その ほか 、どな たに と っても 分か りや すい周 知を 行うべ きと 考え

ますが、本市の考えを伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 適正 排出や 混入 の危

険性 につ きまし ては 、 本市が 導入 して おりま すご み・資 源物 分別

アプ リ「 さんあ ～る 」 におい ても 周知 ・啓発 を行 ってお りま すが、

この アプ リは、 英語 、 韓国語 、中 国語 、ベト ナム 語の４ か国 語に

対応 して おりま して 、 外国人 の方 には ぜひ御 活用 いただ きた いと

考え てい るとこ ろで ご ざいま す。 本ア プリの 周知 に努め ると とも

に、 例え ばイラ スト を 活用し 、多 言語 に対応 した チラシ を作 成す

るな ど、 どなた にと っ ても分 かり やす い周知 ・啓 発に努 めて まい

りたいと考えております。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 リ チウ ム イオン 電池 につ いての 廃棄 方法な どが 誰が

見て も分 かるポ ンチ 絵 などを 用い た図 解で示 した 、例え ばピ スト

グラ ムや 分かり やす い イラス トな どを 用いた 廃棄 方法の 周知 ・啓

発について要望いたします。

私 、今 日はこ こに 実 物を持 って きて おりま せん が、携 帯電 話や

モバ イル バッテ リー 、 ハンデ ィー 扇風 機など は、 大人だ けで はな

く、 多く の児童 生徒 が 使いま す。 その 児童生 徒へ の教育 を行 うこ

とが必要であると考えますが、本市の見解を伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。



○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 適正 な排出 に係 る啓

発に つき まして は、 大 人だけ では なく 、議員 さん おっし ゃら れま

すと おり 、本当 に子 ど もたち への 、児 童生徒 に対 しても 大変 重要

であ ると いうふ うに 考 えてお りま す。 本市小 学校 の４年 生が クリ

ーン セン ターの 見学 を 行って おり 、そ の際、 ごみ の分別 につ いて

も学 習し ていた だい て おりま すが 、今 後は、 リチ ウムイ オン 電池

の適 正な 排出や 他の ご みへの 混入 によ る危険 性に ついて 、こ れま

で以 上に 丁寧に 説明 を 行って まい りた いと考 えて おりま す。 また、

先ほ ど答 弁した イラ ス トを活 用し たチ ラシの 作成 など、 児童 生徒

に対 して も分か りや す い周知 ・啓 発に 努めて まい りたい と考 えて

おります。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 児 童生 徒 へのリ チウ ムイ オン電 池等 につい て正 しい

知識 につ いての 教育 や 分かり やす い周 知・啓 発に ついて 要望 いた

します。

市 民へ の広報 、市 報 ですと か、 ＳＮ Ｓを一 層徹 底する べき と考

えますが、本市の見解を伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 適正 な排出 等に つき

まし ては 、繰り 返し と いうこ とに なり ますけ ども 、ごみ 分別 収集

カ レ ン ダ ー や 市 報 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ 、 ご み ・ 資 源 物 分 別 ア プ リ

「さ んあ ～る」 、よ な ごみ通 信で 周知 ・啓発 を行 ってい ると ころ

では ござ います けど も 、分別 ルー ルの 徹底、 リチ ウムイ オン 電池

等に 起因 する火 災の 防 止のた め、 ＳＮ Ｓを含 め、 様々な 手法 でさ

らなる周知・啓発に努めてまいりたいと考えております。



○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 現 在、 市 役所や 公民 館で 拠点回 収を 行って おり ます

が、 市民 の身近 な場 所 に回収 拠点 を増 やすこ とに ついて 、例 えば

自治 会単 位での 回収 ボ ックス の配 付や 、ごみ ステ ーショ ンに リチ

ウム イオ ン電池 回収 ボ ックス を設 置し 、乾電 池の 回収の よう に、

３か月に１回の回収を行うことなど、本市の見解を伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 リチウ ムイ オン 電池の 回収 方法に つい てで

ござ いま すけど も、 本 年４月 １５ 日付 で環境 省通 知が発 出さ れ、

全て の市 町村に 対し て 、区域 内で 発生 する家 庭か ら排出 され る全

ての リチ ウムイ オン 蓄 電池等 の回 収体 制を構 築す ること が求 めら

れま した 。これ を受 け 、本市 とい たし まして も、 他市の 状況 も確

認し なが ら、本 市の 実 情に合 った リチ ウムイ オン 電池の 回収 方法

を検 討し てまい りた い と考え てお りま す。議 員御 提案の 自治 会に

回収 ボッ クスを 配付 し 、設置 をお 願い するこ とや 、ごみ ステ ーシ

ョン に市 が回収 ボッ ク スを設 置す るこ とは、 自治 会にと って 負担

にな るこ とや、 回収 ボ ックス の事 前設 置に経 費を 要する こと など

の課 題も ござい ます の で、現 時点 にお いては 考え ていな いと ころ

でございます。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 ご みス テ ーショ ンに リチ ウムイ オン 電池回 収ボ ック

スの 設置 の事前 設置 に 経費を 要す るこ とや、 また 自治会 にと って

配付 が負 担との 課題 は ありま す。 本市 も、蕨 、戸 田市、 両市 での

対策 で、 分別の ため の 袋を全 世帯 に配 布し、 その 袋に廃 棄方 法な

どを 例え ば分か りや す いイラ スト など を記載 し、 乾電池 の回 収の



ように、３か月に１回の回収を行うよう御提案申し上げます。

火 災を 未然に 防ぎ 、 市民生 活を 守る ために 、リ チウム イオ ン電

池廃 棄の 徹底が 急務 で あると 考え ます が、こ の問 題にど のよ うに

取り組むのか、市長の御見解を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、リ チウム イオ ン電池 のこ の分

別ル ール に基づ かな い 排出と いい ます のは、 廃棄 物処理 施設 です

とか 、あ るいは 、収 集 運搬車 両の 火災 事故に もつ ながり ます ので、

市民 生活 の安全 を脅 か す、大 変重 要な 課題だ と認 識をし てお りま

す。 先ほ ど来、 部長 か らも答 弁が ある 部分と 重な ります けれ ども、

リチ ウム イオン 電池 の 適正な 排出 と他 のごみ への 混入に よる 危険

性に つい て、ま ずは 、 様々な 手法 でし っかり と周 知・啓 発を 行っ

てま いり たいと 思っ て おりま すし 、ま たその 上で 、本市 の実 情に

合っ たリ チウム イオ ン 電池の 回収 方法 を構築 して いきた いと 考え

ております。

○岡田議長 津田議員。

○津 田議 員 市 長か ら 御見解 いた だき ました 。蕨 戸田衛 生セ ンタ

ーで の火 災を本 市の 水 平展開 や気 づき として いき 、本市 の実 情に

合っ たリ チウム イオ ン 電池の 回収 方法 を前向 きに 取り組 んで いた

だきますようお願い申し上げます。

以上で、大要１点目終わります。

○岡田議長 じゃあ、すみません、座ってください。

暫時休憩いたします。

午前１１時５７分 休憩

午後 １時００分 再開



○田 村副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行いたします。

津田議員。

○津 田議 員 続 いて 、 大要２ 点目 、リ スクが 懸念 される 道路 につ

いて、東山公園内での倒木事故についてです。

今年 の ７月 ９日 、 米子 市車 尾 の東山 公 園内 の園 路 で、高 さ 約１

０メ ート ル、根 元の 直 径が約 ３５ セン チのコ シア ブラの 木が 倒れ、

自転 車で 通学中 の中 学 生が巻 き込 まれ 、腕や 腰な どを打 撲す る事

故が 発生 しまし た。 幸 い大き な人 的被 害には 至り ません でし たが、

一歩 間違 えば、 利用 者 の安全 に直 結す る重大 な事 故につ なが る深

刻な 事案 であり 、市 民 にとっ て憩 いの 場であ る公 園での 事故 は、

安全 管理 への信 頼を 損 なうも ので あり ます。 今回 の倒木 事故 の原

因について、本市はどのように把握されているのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 原因に つき まし ては、 樹木 の根元 が腐 食し、

倒木したものと考えております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 事 故発 生 前に点 検や 予防 的な措 置は どのよ うに 行わ

れているのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 点検や 予防 的な 措置に つい てでご ざい ます。

倒れ た樹 木が生 えて い た斜面 につ きま しては 、定 期的な 樹木 点検

は行 って おりま せん で したが 、通 行に 支障を 来す 樹木や 状態 の悪

い樹 木を 発見し た場 合 に、剪 定や 伐採 を行っ てお ったと ころ でご

ざいます。



○田村副議長 津田議員。

○津田議員 定期点検は行わず、発生の都度でありました。

今 年７ 月１０ 日に 、 市の職 員に よる 当該斜 面の 緊急点 検を 実施

し、 東山 公園内 の園 路 の通行 に影 響す るおそ れの ある樹 木を ５本

確認 との ことで すが 、 樹木が どの よう な状態 であ ったの か伺 いま

す。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 腐食や 空洞 化、 樹木の 大部 分が枯 れて いる

よう な状 態を確 認い た しまし て、 倒木 により 園路 の通行 に影 響す

るおそれがあると判断したところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 東 山公 園 内の区 域外 の市 有地で あり 、指定 管理 者の

管理 対象 外との こと で ありま すが 、市 の施設 であ るなら 、市 の責

任ではないか、本市の所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今回の 事案 につ きまし ては 、指定 管理 者の

管理対象外の施設でございますので、市の責任でございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 指 定管 理 者の管 理対 象外 であれ ば、 市と指 定管 理者

との責任の明確化が必要ではないかという点について伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 当該斜 面は 、指 定管理 者の 管理対 象外 であ

るため、責任の区分は明確であると考えております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 今 回の 倒 木事故 の報 告で は、指 定管 理者に 樹木 点検



をよ り一 層徹底 する よ う周知 した とあ ります が、 指定管 理者 の管

理対 象外 である にも か かわら ず、 矛盾 してい るの ではな いか と考

えま す。 行政な のか 、 指定管 理者 なの か、決 めて いるの は行 政で

あると考えますが、御所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 矛盾に つい てで ござい ます が、今 回の 事案

に対 する 指定管 理者 へ の指導 とい うこ とでは なく 、米子 市都 市公

園指 定管 理者が 管理 し ている 都市 公園 につき まし ては、 指定 管理

者が 樹木 の管理 を行 っ ており ます こと から、 注意 喚起も 含め て、

樹木の点検の徹底を周知したものでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 指 定管 理 者が樹 木の 管理 を行っ てお り、注 意喚 起を

含めて、樹木の点検の徹底を周知ということは分かりました。

令 和５ 年６月 議会 で 、私が 質問 しま した公 園内 の樹木 の点 検に

つい て、 神奈川 県の キ ャンプ 場で 発生 した倒 木事 故によ る死 亡事

故の よう な安全 上の 問 題にも つな がる と考え ます 。公園 の樹 木に

つい て点 検を行 って い るのか 伺う 質問 での答 弁で は、公 園樹 木の

点検 につ いて、 指定 管 理者の 日常 点検 により 状態 を確認 し、 枯れ

てい るこ とを確 認し た 樹木は 伐採 して いると の答 弁であ りま した。

米子 城跡 や東山 公園 内 の園路 で相 次い で倒木 が発 生して いる こと

への 水平 展開は され て いなか った のか 、また 気づ きはな かっ たの

か、本市の所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 都市公 園指 定管 理者が 管理 してお りま す公

園に つき まして は、 継 続して 点検 を行 ってお りま したが 、今 回の



東山 公園 の事案 など 、 市が直 接管 理を してお りま す施設 など に対

しまして、対応ができていなかったものと考えます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 こ のた び 御被害 に遭 われ た中学 生の 方には 、大 変申

し訳 なく 思いま すが 、 この事 象を 本市 が気づ きと 捉えて 、水 平展

開す べき ではな かっ た かと考 えま す。 報告書 によ ると、 今後 は市

の職 員に よる年 に１ 回 程度の 樹木 点検 を実施 し、 危険倒 木は 伐採

対応とありますが、危険倒木の対象基準はあるのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 対象基 準に つい てとい うこ とでご ざい ます

が、 国土 交通省 が策 定 してお りま す都 市公園 の樹 木の点 検・ 診断

に関 する 指針（ 案） に 基づき まし て、 樹木の 点検 を行い 、対 応の

要否を判断しておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 都 市公 園 の樹木 点検 ・診 断に関 する 指針（ 案） とい

う判 断材 料の国 土交 通 省の基 準が ある とのこ とで すが、 なぜ これ

に基づいて行っていなかったのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 この指 針で は、 点検頻 度な どにつ いて の具

体的 な決 まりは ござ い ません 。ま た、 当該斜 面は 、公園 区域 外で

ございまして、定期的な点検などは行っておりませんでした。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 の職 員 による 年２ 回程 度の樹 木点 検のチ ェッ クリ

スト 化や 教育、 また 指 定管理 者へ の共 有につ いて の御所 見に つい

て伺います。



○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 市職員 によ る樹 木点検 につ きまし ては 、こ

のた びの 倒木の 点検 時 にもチ ェッ クリ ストを 作成 して行 って おる

とこ ろで ござい ます 。 点検に 際し ての 着目点 や注 意事項 など 、必

要に 応じ て職員 間で 情 報共有 を行 って おると ころ でござ いま す。

また 、都 市公園 指定 管 理者に つき まし ては、 国土 交通省 の指 針案

を共有しておるところでございます。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 で は、 市 民の安 全の 確保 のため には 現状の 点検 だけ

では なく 、専門 家に よ る樹木 診断 の導 入、定 期点 検の頻 度や 方法

の見 直し 、倒木 リス ク の高い 樹木 の優 先伐採 とい った取 組が 必要

と考えますが、本市の所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 必要に 応じ て、 専門家 の診 断や点 検、 優先

伐採 につ きまし ては 、 意見を 聞く 必要 はある と考 えてお ると ころ

でございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 専 門家 に よる樹 木診 断の 導入や 定期 点検の 頻度 や方

法の見直しについては要望いたします。

今 後ど のよう な点 検 をされ るの か、 点検項 目や 着眼点 など につ

いての考えを伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 先ほど 申し まし た国土 交通 省の指 針案 に基

づいて点検を行ってまいります。以上です。

○田村副議長 津田議員。



○津 田議 員 で は、 教 育や資 格者 に従 事させ るべ きと考 えま すが、

御所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在の 米子 市都 市公園 指定 管理者 の樹 木管

理に つき まして は、 必 要に応 じて 専門 の業者 から の助言 を受 けな

がら 管理 してい る区 域 と、専 門の 業者 により 行わ れてお る区 域が

ござ いま す。次 期米 子 市都市 公園 指定 管理者 の樹 木管理 につ きま

して は、 高木は 有資 格 者の配 置、 もし くは専 門の 事業者 への 委託、

中低 木は 有資格 者等 の 専門的 知識 を有 する者 から 指導を 受け られ

る体制の構築を義務づけておるところでございます。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 次 期米 子 市都市 公園 指定 管理者 の樹 木管理 につ いて

は、 コン プライ アン ス 違反の ない よう に、樹 木管 理をお 願い いた

しま す。 また、 作業 者 の死亡 事故 、労 働災害 など が起き ない ため

にも 、資 格管理 や講 習 や教育 を行 って いただ き、 安全の 担保 をで

きるよう、強く要望いたします。

今 回の 事故を 受け て 、ほか にこ のよ うな市 の管 理する 箇所 はな

いのか、水平展開できることはないのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 水平展 開に つい てでご ざい ます。 この たび

の事 故を 受けま して 、 第三者 へ影 響す るおそ れの ある樹 木が 生育

して おり ます市 有地 に つきま して 、情 報把握 を行 いまし て、 必要

に応 じて 樹木管 理の 情 報共有 や所 管部 署と都 市整 備部で 連携 して

樹木点検などを実施していく考えでございます。

○田村副議長 津田議員。



○津 田議 員 当 該斜 面 は擁壁 の対 策は ない。 当該 箇所の 通学 路は

木の 根が ところ どこ ろ に張り 巡っ てお り、道 路に 凹凸が ある 状況

です 。歩 行や自 転車 で の走行 が妨 げら れます が、 これら の安 全対

策についての考えを伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 東山公 園内 の通 学道路 につ きまし ては 、東

山公 園を 管理し てい る 指定管 理者 が定 期的に 見回 りをし てお りま

す。 通行 に安全 上の 支 障があ る場 合に は、速 やか に必要 な対 策を

行う こと にして おり ま す。今 後も 指定 管理者 と連 携し、 安全 な通

路の 維持 管理に 努め 、 通学の 安全 を確 保した いと 考えて おり ます。

以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 当 該斜 面 は、擁 壁等 の安 全対策 と、 当該箇 所の 通学

路は、木の根の撤去等、安全対策を要望いたします。

で は、 東山公 園は 、 市の内 外か ら多 くの利 用者 が訪れ る重 要な

拠点 であ ります 。今 回 の事故 を契 機に 、安全 で安 心でき る公 園管

理をどのように進められるのか、市長の御所見を伺います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の７ 月 に発生 しま した 東山公 園の 付近に おけ る倒

木事 故に つきま して は 、おけ がを され た中学 生が いらっ しゃ るこ

とを 大変 重く受 け止 め ており ます 。そ の対策 、あ るいは 管理 方法

の改 善方 法につ きま し ては、 先ほ ど部 長から 答弁 を申し 上げ たと

おり でご ざいま すが 、 遡るこ と、 ５月 には、 米子 城跡で も樹 木の

倒木 事案 がござ いま し た。こ ちら は、 たまた ま通 りがか った 人が

いな かっ たので 、け が 等には つな がり ません でし たが、 全国 的に



は、 街路 樹の倒 木等 に よりま して 死亡 事案が 発生 するな ど、 樹木

の管 理と いうの は大 変 重要な こと だと いうふ うに 考えて ござ いま

す。 市の 職員に よる 樹 木点検 の実 施、 これに つき まして は、 この

たび の事 故を契 機と し て、市 有施 設の 安全管 理体 制を強 化し てい

く所 存で ござい ます し 、また 市民 の皆 様が安 全に 道路の 通行 や公

園の 利用 ができ るよ う 、管理 方法 につ きまし ては 、改善 すべ きと

ころを改善して、再発防止に努めたいと考えております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 長か ら 、安全 で安 心で きる公 園管 理につ いて 御所

見を いた だきま した 。 このた びの 倒木 事故に 遭わ れまし た、 おけ

がを され ました 中学 生 の方に は、 心よ りおわ びを 申し上 げま す。

この よう な事故 を二 度 と起こ さな いた めの対 策を 講じて 、市 民が

安全 ・安 心して 利用 が できる 施設 とな ること を決 意し、 次の 質問

に移ります。

続 いて の質問 でご ざ います が、 市ア リーナ 内の 道路に つい て、

２０ ２４ 年６月 議会 の 私の質 問で 、新 アリー ナ内 の道路 につ いて

は、 山側 を通行 する 計 画とな って いる 。過去 にこ の山は 崩落 があ

り、 土の うを積 まれ て いたが 、今 後は どのよ うな 安全対 策を 取る

のか とい う質問 に対 し 、答弁 では 、東 山陸上 競技 場のメ イン スタ

ンド 付近 の山側 で、 約 ２０年 前に 崩落 があり 、擁 壁など が施 工さ

れて いる 。施設 内の 道 路の計 画地 に面 する斜 面に ついて は、 現地

の状 況を 確認し なが ら 、必要 に応 じて 対策を 講じ てまい りた いと

考え てい るとあ りま し た。施 設内 の道 路の計 画地 に面す る斜 面に

つい て、 現地の 状況 を 確認し 、必 要に 応じて 対策 を講じ てい くと

いう考えの方針は出ているのか伺います。



○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子ア リー ナ建 設に伴 いま して、 新し く整

備さ れる 園路の 計画 地 に面す る斜 面に つきま して は、今 年の ５月

に鳥 取県 から公 表さ れ ました 土砂 災害 が発生 する おそれ のあ る箇

所に 抽出 されま して 、 調査対 象箇 所と なって おる ところ でご ざい

ます 。現 地の状 況に つ きまし ては 、鳥 取県に より ます基 礎調 査が

実施 され ており 、調 査 結果が 間も なく 通知さ れる 予定と 伺っ てお

りま すの で、そ の結 果 を踏ま えて 、必 要な安 全対 策を行 って いき

たいと考えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 鳥 取県 に よる基 礎調 査が 実施さ れて おり、 結果 が間

もな く通 知され る予 定 とのこ とで す。 新アリ ーナ 周辺の 山沿 い道

路で 崩落 や土砂 災害 の 危険性 を懸 念す る声を 聞い ており ます 。近

年の 気象 状況は 異常 で あり、 台風 や大 雨時に は通 行の安 全性 が脅

かさ れ、 来訪者 や市 民 の生活 にも 影響 します 。市 民や関 係者 が安

心し て利 用でき る道 路 整備が 必要 であ ります 。私 がパソ コン 上で

です が、 地盤サ ポー ト アプリ とい うア プリで 、東 山の地 形、 外枠

を数 か所 調べて も、 地 震時の 揺れ 、液 状化の 可能 性、土 砂災 害の

可能性の項目がレッドやイエローの高い判定となりました。

そ こで 、伺い ます が 、新ア リー ナ周 辺の山 沿い 道路に つい て、

現在 の道 路崩落 リス ク や点検 状況 を市 として どの ように 把握 して

いるのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 把握に つい てと いうこ とで ござい ます が、

先ほ ど申 し上げ まし た 鳥取県 によ る基 礎調査 の結 果が間 もな く通



知さ れる 予定で ござ い ますの で、 その 結果に より 、リス クに つい

ても把握することができると考えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 同 じ答 弁 でござ いま した が、鳥 取県 による 基礎 調査

の結 果を もって だと い うこと です が、 近年の 降雨 は、予 想が つか

ない 降雨 量であ りま し た。ま た、 降雪 も考え られ ます。 斜面 から

の倒 木の 懸念も ある 中 、過去 にこ の山 では崩 落が あり、 土の うを

積ま れて いまし たが 、 今後ど のよ うな 安全対 策を 取られ るの か伺

います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後予 定さ れて おりま す鳥 取県か らの 基礎

調査 、そ の結果 によ り ますが 、施 設の 安全な 利用 に支障 を来 すこ

との ない よう、 必要 な 対策を 行っ てい きたい と考 えてお ると ころ

でございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 安 全の 確 保のた めに は、 崩落の リス クの高 い箇 所の

優先 補強 、のり 面保 護 、通行 止め や迂 回路の 事前 設定、 定期 的な

専門 家に よる土 質診 断 といっ た施 策が 必要と 考え ますが 、所 見を

伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 安全確 保の ため の施策 につ きまし ても 、鳥

取県 から の基礎 調査 結 果に基 づき 、必 要な施 策を 行って いき たい

と考えております。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 さ らな る 安全の 確保 のた めにも 、崩 落リス クの 高い



箇所 の優 先補強 、の り 面保護 、定 期的 な専門 家に よる土 質診 断を

強く要望いたします。

ま た、 仮に新 設道 路 が通行 止め にな った場 合で も、迂 回路 や避

難路 とし て、米 子ア リ ーナ内 を通 行す ること がで きるた めの 安全

対策を講じていただきますよう強く要望します。

新 アリ ーナは 、市 民 の憩い と交 流の 拠点で あり 、道路 利用 者の

安全 の確 保は最 優先 課 題であ りま す。 この崩 落の 危険を どの よう

に対 応し 、安心 ・安 全 な道路 環境 を整 備して いく のか、 市長 の所

見を伺います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子ア リ ーナの この 新設 園路及 び園 路に隣 接し ます

斜面 につ きまし ては 、 鳥取県 と情 報を 共有い たし まして 、安 全な

環境となるよう、必要な対策を適切に講じてまいります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 長か ら 御所見 を伺 いま したが 、こ の新設 道路 及び

園路 に隣 接する 斜面 に ついて は、 県と の情報 共有 や斜面 の崩 落の

危険 性を 把握を 行い 、 確実な 安全 対策 を講じ てい ただき ます よう

強く要望いたします。

で は、 最後の 項目 に 移りま す。 点字 ブロッ クの 色あせ につ いて。

点字 ブロ ックは 、正 式 には、 視覚 障が い者誘 導用 ブロッ クと いい、

視覚 に障 がいの ある 人 が安全 に移 動で きるよ う、 地面や 床面 に設

置さ れて いる突 起の あ るブロ ック です 。主に 線の 形状で 進行 方向

を示 す誘 導ブロ ック と 、丸い 粒状 の形 状で警 告や 危険を 知ら せる

警告 ブロ ックの ２種 類 があり ます 。ロ ービジ ョン の方は 、視 力が

社会 的弱 視や低 視覚 と 呼ばれ る状 態の ことで 、失 明では なく 、あ



る程 度の 視力は ある も のの、 日常 生活 に困難 があ る方を 示し ます。

点字 ブロ ックの 黄色 は 、周囲 の環 境と 調和さ せつ つも、 視力 の低

い人 への 視認性 を高 め るため の色 とし て選ば れて おり、 景観 と両

立を 目指 した製 品も 開 発され てお りま す。市 内の 歩道や 駅前 周辺

に設 置さ れてい る点 字 ブロッ クの 多く で、色 あせ や劣化 が見 られ

る状 態で す。黄 色が 薄 くくす んだ 状態 になる と、 視覚障 がい 者の

安全 だけ ではな く、 周 囲の人 の注 意喚 起、機 能も 低下し てし まう

と言 われ ており ます 。 米子市 文化 ホー ル周辺 では 、新し くな って

いる 箇所 もあり ます が 、駅前 イオ ン周 辺は黄 色が 薄くく すん でし

まっている状態です。

市 道の 点字ブ ロッ ク の交換 する 基準 や経年 、交 換する 目安 につ

いて伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 交換す る基 準や 目安に つい てでご ざい ます。

本市 では 、現在 のと こ ろ、点 字ブ ロッ クを交 換す る際の 基準 は定

めて おり ません 。交 換 する際 の目 安と いたし まし ては、 破損 等に

より機能が失われた場合に行っておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 基 準は 定 めてい ない 。交 換目安 は、 破損等 によ り機

能が損なわれた場合ということです。

で は、 市道の 点字 ブ ロック の設 置状 況と色 あせ やくす みの 劣化

状態について、市としてどのように把握しているのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本市の 点字 ブロ ックは 、主 に国道 、県 道の

既設 点字 ブロッ クと ネ ットワ ーク を形 成する 幹線 市道の 歩道 に設



置し てお るとこ ろで ご ざいま す。 色あ せにつ いて は、把 握し てお

りま せん が、劣 化に よ る破損 等に つい ては、 道路 パトロ ール にお

ける 日常 点検や 市民 か らの情 報提 供に より把 握を してお ると ころ

でございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 色 あせ に ついて は把 握し てない 。道 路パト ロー ルと

市民からの情報提供で把握されているとのことです。

ロ ービ ジョン の方 に とって 、点 字ブ ロック の存 在を見 つけ るた

めに 黄色 である こと な のです が、 市道 の黄色 以外 の点字 ブロ ック

の使用と、その理由について伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在、 市道 に設 置され てい る点字 ブロ ック

は、黄色のみ使用しておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 点 字ブ ロ ックは 、黄 色の み使用 して いると のこ とで

すが 、点 字ブロ ック に オレン ジ色 を採 用する 自治 体もあ るよ うで

す。 ロー ビジョ ンの 人 や全盲 の視 覚障 がい者 だけ ではな く、 晴眼

者に とっ ても危 険箇 所 を認識 しや すく すると 言わ れてお りま す。

市道の点字ブロックの交換計画について伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 交換計 画に つい てでご ざい ますが 、現 在の

とこ ろ、 破損等 によ る 機能が 失わ れた 場合に 交換 してお りま して、

交換計画は策定しておりません。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 現 在の と ころは 交換 計画 は策定 して ないと 。そ れか



ら、あと、発生の都度であるということです。

安 全を 第一に 考え る のであ れば 、補 修の優 先順 位を人 通り の多

い場 所、 公共交 通機 関 周辺な どに 置く ことと 考え ますが 、本 市の

所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 優先順 位と いう ことで ござ います が、 現在

は、 破損 してい る状 況 を確認 しま して 、都度 速や かに補 修を して

おり まし て、優 先順 位 を設け るこ とな く、対 応し ておる とこ ろで

ございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 色 あせ た 点字ブ ロッ クは 、視覚 障が い者だ けで はな

く、 周囲 の人が 注意 を 払う機 能も 損な われて しま います 。現 状の

点検 、補 修体制 は今 の ままで 十分 と言 えるの でし ょうか 、本 市の

所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 道路パ トロ ール や通報 によ り確認 した 点字

ブロ ック の破損 等に つ きまし ては 、速 やかに 補修 を行う よう にし

てお り、 現状で 十分 対 応でき てい ると 考えて おる ところ でご ざい

ます が、 色あせ につ い ては、 近年 、指 摘を受 けた ことは ござ いま

せん が、 道路パ トロ ー ルや通 報に より 周りの 舗装 との色 の対 比が

不明 瞭に なって いる 箇 所があ れば 、交 換を行 うよ うに考 えた いと

思います。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 基 準は 定 めてな い。 目安 は破損 等に より機 能が 損な

われ た場 合で、 事後 補 修をさ れて いる 。色あ せに ついて は把 握し



てい ない 。道路 パト ロ ールは 本市 の市 道をつ なぎ 合わせ ると どの

ぐら いに なるの でし ょ う。そ の長 い距 離を市 道の パトロ ール は常

に行 って 点検が され て いるの でし ょう か。市 民か らの情 報提 供で

把握 され ている 。で は 、市民 はど こに 連絡す るの か分か って いる

ので しょ うか。 この 状 況で十 分と 言え るので しょ うか。 国土 交通

省道 路局 の道路 の移 動 等円滑 化に 関す るガイ ドラ インが 令和 ６年

１月 に発 刊され てお り ます。 また 、鳥 取県福 祉の まちづ くり 施設

整備 マニ ュアル が令 和 ７年６ 月に 改訂 版が発 刊さ れてお りま すが、

この よう な国や 県が 出 してい るガ イド ライン やマ ニュア ルを 本市

は理 解さ れてい るの で しょう か。 また 、どの よう に生か され てい

るの でし ょうか 。担 当 課や関 係箇 所で の教育 や勉 強会を 持た れて

はど うか と考え ます 。 ガイド ライ ンを 遵守し て、 点字ブ ロッ クを

敷設 する ことが 目の 御 不自由 な方 の安 全でス ムー ズな移 動に つな

がると考えます。

で は、 質問に 移り ま すが、 市民 や福 祉団体 と連 携した 定期 的な

モニ タリ ングな どを 行 うこと で、 利用 者がど のよ うなこ とを 望ん

でお られ るのか とい う ニーズ を確 認す ること がで き、ロ ービ ジョ

ンの 方な どの利 用者 の 安全を 考え るこ とがで きる ことに つい て、

本市の所見を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ニーズ の確 認に ついて とい うこと でご ざい

ます が、 令和６ 年、 昨 年でご ざい ます が、１ １月 に鳥取 県の 呼び

かけ によ りまし て、 福 祉団体 や国 、県 、市で 構成 されま す点 字ブ

ロッ ク点 検に係 る連 携 会議が 設置 され たとこ ろで ござい ます 。本

年の ５月 の第２ 回の 会 議で、 来る １０ 月１０ 日の 目の愛 護デ ーに



行う 点字 ブロッ クの 一 斉点検 の進 め方 や鳥取 県版 ガイド ライ ンの

方向 性な どにつ いて 検 討した とこ ろで ござい ます 。今後 は、 会議

で話 し合 われた 方向 性 や一斉 点検 の結 果を踏 まえ て、適 切に 対応

していきたいと考えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 民や 福 祉団体 と連 携し た定期 的な モニタ リン グを

行う こと は重要 であ り 、そこ から 気づ きが生 まれ ます。 発生 の都

度に 対応 する事 後補 修 の考え 方で はな く、人 がけ がをし てか ら対

策を 講じ るので はな く 、リス ク管 理を 行い、 安全 第一に 考え た先

手の安全対策を要望いたします。

次 の事 象につ いて は 、市道 のこ とで はなく 、庁 舎内の 点字 ブロ

ック につ いてな ので す が、足 に障 がい のある 方か らの御 相談 で、

庁舎 内の 点字ブ ロッ ク が欠け てい るし 、浮か び上 がりが あり 、つ

まず きそ うだと のこ と でした 。確 認す ると、 特に １階フ ロア は庁

舎内 の点 字ブロ ック の 欠けや 浮か び上 がりが 散見 されま す。 また、

１階 フロ アは多 くの 方 が来庁 され ます 。窓口 前に は点字 ブロ ック

があ りま す。欠 けや 浮 かび上 がり があ ると高 齢者 の方や 足な どに

障が いが ある方 など に つまず きの リス クがあ りま す。庁 舎内 の点

字ブ ロッ クの点 検と 不 具合の ある もの は交換 をし ていた だき ます

よう要望いたします。

歩 いて 楽しい まち づ くりは 、米 子市 民はも とよ り、全 ての 人が

安心 して 歩くた めの ま ちづく りで 、そ の歩く 道の 点字ブ ロッ クは、

視覚 障が い者だ けで は なく、 全て の人 が安心 して 共に暮 らせ る社

会を 支え る基盤 であ る と考え ます が、 本市と して 誰一人 取り 残さ

ない 歩行 空間の 整備 を どのよ うに 進め ていく のか 、市長 の御 所見



を伺います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、今 、市政 とし て掲げ てお りま

す歩 いて 楽しい まち づ くりと いい ます ものは 、こ れはし っか りと

安全 な歩 行者空 間を 確 保する こと 、こ れも大 きな 理念の 一つ でご

ざい ます 。そう した 理 念に基 づい て、 今後の 道路 整備と いう もの

は考 えて いかな けれ ば ならな いと いう ふうに 考え ており ます 。ま

た、 本市 といた しま し ては、 先ほ ど部 長から も紹 介のあ りま した

連携 会議 の意見 、こ う したも のを 参考 にいた しま して、 点字 ブロ

ック に限 らず、 全て の 人にと って 歩き やすい 安全 で魅力 ある 歩行

空間 の実 現を目 指し て まいり たい と思 ってお りま すし、 市道 のみ

なら ず、 国道、 県道 な どもご ざい ます ので、 国や 県、あ るい は福

祉団 体な どと連 携を し ながら 、こ うし た取組 を進 めてま いり たい

と考えております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 長か ら 誰一人 取り 残さ ない歩 行空 間の整 備の 御所

見い ただ きまし た。 点 字ブロ ック は、 目の御 不自 由な方 の命 綱で

す。 その 点字ブ ロッ ク の色あ せや くす みは、 小さ な課題 に見 えて、

目の 御不 自由な 方の 安 全に直 結す る大 きな問 題で あると 考え ます。

本市 にと って見 える ま ちづく りを 掲げ 、早期 に改 善を進 めて いた

だくよう要望し、私の質問を終わります。


